
事務事業No 事業名 [事業基本情報]

473 管理経費 ○

分野別目標 3 ○ 法定受託事務

政 策 1

施 策 2

取 組 3

継続 主な事務事業

関連個別計画

担当課・担当課長（Tel）

「３つの磨き」との関連性

１　事業概要及び実施内容

２　事業コスト

予算 決算 予算 決算 予算 決算 決算 計画 決算

286,101 259,639 296,261 282,026 328,867 294,250

- - 3.6% 11.0% -100.0%

49,021 48,661 43,136 42,233 43,092 42,183

3,036 3,036 4,554 4,554 7,064 7,064

52,057 51,697 47,690 46,787 50,156 49,247

6,920

286,101 259,639 296,261 282,026 328,867 287,330

6.4 6.35 5.63 5.59 5.71 5.59

1.48 1.48 2.22 2.22 2.8 2.8

３　目標及び実績
平成21年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度目標値 0 0.5 0.5 1

実績値 0 0

全体目標値 1 全体目標達成度 0.0% 年度別達成度 0.0% 0.0%

年度目標値

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

年度目標値 375744921 367435147 371511528

実績値 365901812 363221239

全体目標値 円 全体目標達成度 ％ 年度別達成度 97.4% 98.9%

年度目標値 －

実績値 －

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度 －

事業期間 ～ 大事業

項

卸売市場事業

実
施
内
容

平成２３年度 平成２４年度

坂口　昌隆（431-3161）

事
業
概
要

関連課

○卸売場や仲卸・関連事業者店舗、加工場や倉庫などの他、電気や給排水施設の維持管理
を行う。
○業務委託による市場内の警備。
○市場内で発生する廃棄物の分別と運搬。
○卸売業者・仲卸業者、関連事業者等からの施設使用申請書の受理、審査、指定等を行
う。
○市場内の業者に対する市場使用料(市場使用料、施設使用料、業者電気使用料及び業者
水道使用料）の賦課及び徴収（口座振替又は納付書払い）

平成２１年度 平成２２年度

○維持管理、施設修繕を適切
に実施する。
○市場使用料等の賦課及び徴
収

「基盤力を磨く」

史跡和歌山城の充実

海を生かした観光シフトの充実

施設管理事務事項

中央卸売市場

○維持管理、施設修繕の適切
な実施及び監視カメラの更新
による施設管理の充実を行っ
た。
○市場使用料等の賦課及び徴
収

○維持管理、施設修繕の適切
な実施及び卸売市場管理棟及
び受電棟の自動火災報知設備
を改修工事を行った。
○市場使用料等の賦課及び徴
収

○維持管理、施設修繕の適切な
実施、卸売場棟外３棟の耐震診
断及び冷蔵庫棟の建替えに伴う
設計委託を行う。
○市場使用料等の賦課及び徴収

○維持管理、施設修繕の適切
な実施。耐震改修設計の実
施。冷蔵庫棟の建替え工事を
行う。
○市場使用料等の賦課及び徴
収

平成２５年度

第９次整備計画

○

「市民力を磨く」

メリハリある都市づくりの充実

道路・公共交通網の充実

総合防災体制の充実
その他

市民の健康環境の充実

総合的な子育て環境の充実

その他

美味しい和歌山市イメージの充実

その他

「観光力を磨く」

該当せず

コミュニティーの充実

事業目的（「誰・何」をどういう状態にする」ための事業か) 事業内容

　毎日の生活に欠くことのできない水産物・青果物などの生鮮
食料品等の円滑な供給と消費生活の安定を図ることを目的とし
て、施設の管理・運営を行う。

小計

伸び率（％）

活
動
指
標

単位

事業費 325,079

事　務　事　業　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト

施設管理事務
事業区分(1)

事業経費

その他

商工業の振興

市民と地域がつくる元気なまち

その他

款

事業種別

卸売市場の機能向上

事業区分(2)
自治事務

地域産業の振興

卸売市場費

目 卸売市場費

卸売市場

卸売市場費

会計・
予算区分

会計

市場使用料等（現年度）の徴収額

一般財源（税等）

市　　債

平成22年度

所要人数
常勤職員

非常勤職員

単位

市場施設（冷蔵庫棟・買荷保管所）の整備の進捗

3.76

円

単位

指標名及び達成状況

単位 ％

367328108

98.3%

事
業
費
 
千
円

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

そ の 他 303,993

国庫支出金

11,999

11,500

9,586

人件費

常勤職員

非常勤職員

平成25年度

計画

県支出金

54,182

-1.2%

42,183

5.59

成
果
指
標

373651006

0

0

0.0%

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 対象外

○
評価年度



４　事業の評価

○

○

○

○

○

○

○

○

５　事業の方向性
Ａ　計画どおり事業を進めることが妥当
Ｂ　見直しのうえで継続
Ｃ　終了
Ｄ　休止
Ｅ　廃止

Ｂ６　終期設定

[効率性]受益者負担の見直し 適正 負担は求められない 見直しが必要

「見直し」
「改善」案

※上記、担当課評価が
「Ｂ」評価の場合のみ

　市場を取り巻く環境の変化に対応し、今後も中央卸売市場として生き残るため施設整備（冷蔵庫棟建替え、卸売場等の耐震
化等）を随時行っていく。

担当課評価の根拠

　早急に、中央卸売市場施設の老朽化・耐震化対策を進めるとともに、市場機能増強のために必要な機能・施設整備
及び市場敷地の効率的利用等に取り組む。

Ｂ１　事業の充実に向けた見直し
Ｂ２　コスト削減・成果上昇
Ｂ３　類似事業との統合
Ｂ４　外部委託導入・拡大
Ｂ５　受益者負担の適正化

Ｂ７　その他効率化

方
向
性

担当課評価（所属長記載）

Ｂ１

[有効性]更に効果が期待できるか できる あまりできない できない

[妥当性]事業手段は妥当か 現行の手段でよい

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む

一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か 市が行うべき

中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか 達成している(90%以上) おおむね達成(70～90%未満) 達成していない(70%未満)

[効率性]事業費を抑制できるか できない 制約はあるが可能性はある できる

評価基準

[妥当性]事業のニーズはあるか 増加している 横ばい 減少している

他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている


